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合
川
ま
と
火
子
ど
も
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
２
０
１
６
に
参
加
し
た
合
川
中
学
校
の

生
徒
た
ち
が
、
８
月
10
日
に
市
役
所
を
訪

れ
、
津
谷
市
長
に
活
動
内
容
や
参
加
し
た

感
想
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
旧
合
川
町
と

児
童
交
流
の
あ
っ
た
東
京
都
国
立
市
が
、

「
ま
と
火
」
を
実
演
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
平

成
26
年
か
ら
開
催
し
て
お
り
、
そ
の
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
し
、
県
外
の
住
民
や
中
学
生

と
の
交
流
を
通
し
て
、
心
の
絆
を
育
む
こ

と
を
目
的
と
し
て
企
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。

今
年
は
７
月
24
日
に
多
摩
川
河
川
敷
公
園

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
た「
国
立
ま
と
火
」

に
合
川
中
学
校
の
有
志
12
人
と
引
率
及
び

指
導
者
13
人
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
報
告
に
訪
れ
た
の
は
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
実
行
委
員
長
を
務
め
た
３
年

の
佐
藤
綾
乃
さ
ん
と
小
笠
原
宗
也
さ
ん
、

伊
藤
那
穂
さ
ん
の
生
徒
３
人
と
団
長
を
務

め
た
「
合
川
ま
と
火
保
存
会
」
の
金
田
健

悦
会
長
な
ど
関
係
者
９
人
。

　
は
じ
め
に
、
佐
藤
実
行
委
員
長
が
「
郷

土
文
化
会
館
と
一
橋
大
学
を
見
学
し
、
国

立
市
を
深
く
知
る
こ
と
が
で
き
、
北
秋
田

市
と
の
違
い
な
ど
も
感
じ
な
が
ら
楽
し
く

学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
。

　
小
笠
原
さ
ん
は
「
車
ま
と
火
を
回
し
た

瞬
間
に
大
き
な
歓
声
が
上
が
り
嬉
し
か
っ

た
」
ま
た
、
伊
藤
さ
ん
は
「
キ
ャ
ン
ド
ル

ア
ー
ト
は
難
し
か
っ
た
が
、
国
立
市
の
中

高
生
と
交
流
し
な
が
ら
完
成
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
た
」
な
ど
の
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
報
告
を
受
け
、
津
谷
市
長
は
「
皆
さ
ん

の
活
動
を
き
っ
か
け
に
、
国
立
市
と
災
害

協
定
を
締
結
す
る
な
ど
、
ま
と
火
の
交
流

だ
け
で
な
く
、
様
々
な
つ
な
が
り
が
生
ま

れ
て
い
る
。
今
後
も
勉
強
や
部
活
な
ど
の

活
動
を
通
し
て
、
多
く
の
経
験
を
積
ん
で

歩
ん
で
ほ
し
い
」
な
ど
と
活
動
へ
の
感
謝

の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

合
川
ま
と
火
子
ど
も
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
１
６
報
告
会

「
ま
と
火
」
で
広
が
る
交
流
の
輪

◇
７
月
16
日
〜
８
月
15
日

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

▽
企
業
訪
問（
東
京
都
）▽
あ
き
た
リ
ッ
チ
セ
ミ
ナ
ー
イ
ン
東
京（
東

京
都
）

▽
知
事
と
の
高
速
道
路
整
備
へ
の
要
請
活
動（
国
土
交
通
省
）

▽
県
道
路
課
へ
の
要
望
活
動（
秋
田
県
庁
）▽
北
秋
田
市
周
辺
衛
生
施

設
組
合
議
会
7
月
定
例
会（
米
代
流
域
衛
生
セ
ン
タ
ー
）

▽
鷹
巣
駅
横
屋
台
ま
つ
り（
鷹
巣
駅
前
公
園
Ｄ
ａ
ｙ
・愛・ひ
ろ
ば
）

▽
秋
田
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会 

第
１
２
２
回
通
常
総
会（
秋

田
市
）

▽
Ｊ
Ａ
産
直
お
お
だ
い
こ
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー（
Ｊ
Ａ
産
直

お
お
だ
い
こ
）

▽
東
北
自
動
車
道
十
和
田
IC
〜
碇
ヶ
関
IC
開
通
30
周
年
記
念
フ
ォ
ー

ラ
ム（
鹿
角
市
）

▽
公
益
社
団
法
人
日
本
山
岳
会
第
32
回
東
北
・
北
海
道
地
区
集
会
秋

田
大
会（
森
吉
山
荘
）

▽
定
例
記
者
会
見（
本
庁
舎
）▽
移
動
行
政
懇
話
会《
阿
仁
》（
阿
仁
ふ

る
さ
と
文
化
セ
ン
タ
ー
）

▽
第
２
回
北
秋
田
市
上
小
阿
仁
村
生
活
環
境
施
設
組
合
議
会
８
月
定

例
会（
森
吉
庁
舎
）▽
移
動
行
政
懇
話
会《
合
川
》（
合
川
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
）

▽
林
野
公
共
事
業
予
算
確
保
に
係
る
要
望
活
動（
林
野
庁
ほ
か
）

▽
移
動
行
政
懇
話
会《
森
吉
》（
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

▽
根
子
番
楽
フ
レ
ー
ム
切
手
贈
呈
式（
本
庁
舎
）▽
移
動
行
政
懇
話
会

《
鷹
巣
》（
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
）

▽
第
11
回
北
秋
田
市
民
俗
芸
能
大
会（
文
化
会
館
）

▽
北
秋
田
市「
小
渕
地
区
」地
す
べ
り
対
策
に
関
す
る
秋
田
県
と
の
合

同
要
望（
国
土
交
通
省
）

▽
北
秋
田
市
議
会
第
２
回
臨
時
会（
議
事
堂
）

▽
平
成
28
年
度
北
秋
田
市
戦
没
者
追
悼
式（
文
化
会
館
）▽
平
成
28
年

度
秋
田
県
遺
族
連
合
会
北
秋
田
郡
市
地
方
大
会（
文
化
会
館
）

▽
合
川
ふ
る
さ
と
ま
つ
り（
合
川
健
康
広
場
）

▽
平
成
28
年
度
北
秋
田
市
成
人
式（
文
化
会
館
）▽
豪
風
旭
関
秋
田
県

県
民
栄
誉
章
受
章
祝
賀
会（
秋
田
市
）

▲国立市での活動や交流の内容を津谷市
長に報告しました

７
月
19
日（
火
）

20
日（
水
）

22
日（
金
）

24
日（
日
）

26
日（
火
）

27
日（
水
）

29
日（
金
）

30
日（
土
）

８
月
1
日（
月
）

２
日（
火
）

３
日（
水
）

４
日（
木
）

５
日（
金
）

７
日（
日
）

８
日（
月
）

９
日（
火
）

12
日（
金
）

14
日（
日
）

15
日（
月
）

鷹
巣
駅
横
屋
台
ま
つ
り

屋
台
村
で
に
ぎ
わ
い
創
出

平
成
29
年
度
策
定
に
向
け
て
始
動

　
北
秋
田
遊
地
祭
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
高
坂

一
雅
会
長
）
主
催
の
鷹
巣
駅
横
屋
台
ま
つ

り
が
、
７
月
24
日
に
内
陸
線
鷹
巣
駅
前
の

Ｄ
ａ
ｙ
・
愛
・
ひ
ろ
ば
で
開
催
さ
れ
、
屋

台
グ
ル
メ
や
多
彩
な
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

に
、
大
勢
の
若
者
や
家
族
連
れ
が
訪
れ
て

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
地
元
商
店
街
の

若
手
店
主
た
ち
が
中
心
と
な
り
「
地
元
で

楽
し
く
遊
べ
る
お
祭
り
北
秋
田
に
人
の
輪

を
」
を
テ
ー
マ
に
、
自
分
た
ち
の
町
に
誇

り
を
持
つ
こ
と
、
ふ
る
さ
と
に
愛
着
を
持

て
る
よ
う
な
機
会
を
創
出
す
る
こ
と
を
目

的
に
設
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。
な
お
、
こ

北
秋
田
市
地
域
福
祉
計
画
・
地
域
福
祉
活
動
計
画
策
定
委
員
会

の
イ
ベ
ン
ト
は
、「
北
秋
田
市
中
心
市
街

地
に
ぎ
わ
い
再
生
支
援
事
業
補
助
金
」
を

活
用
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
で
高
坂
会
長
が
「
晴

れ
て
絶
好
の
ま
つ
り
日
和
に
な
っ
て
安
心

し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
お
客
さ
ん
が
ど
ん

ど
ん
入
っ
て
来
る
と
思
う
の
で
、
出
店
者

の
皆
さ
ん
も
気
合
い
を
入
れ
て
頑
張
っ
て

も
ら
い
た
い
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
。

　
続
い
て
、
津
谷
市
長
が
「
若
い
商
店
主

の
方
々
が
、
鷹
巣
駅
前
を
に
ぎ
わ
せ
て
、

人
を
呼
び
込
も
う
と
頑
張
っ
て
く
れ
て
い

る
。
自
分
た
ち
の
力
で
イ
ベ
ン
ト
を
企

画
・
実
行
し
て
、
地
域
を
活
性
化
し
た
い

と
い
う
熱
意
を
感
じ
る
」
な
ど
と
あ
い
さ

つ
を
述
べ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
飲

食
店
、
雑
貨
店
な
ど
の
屋
台
32
軒
が
出
店
。

ま
た
、
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
鷹
巣
中
学

校
の
よ
さ
こ
い
演
舞
や
歌
と
絵
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
ラ
イ
ブ
な
ど
が
次
々
と
披
露

さ
れ
、
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
来
場
者
は
、
地
元
や
市
外
の
お
い
し
い

屋
台
グ
ル
メ
を
味
わ
い
な
が
ら
、
音
楽
や

踊
り
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し

ん
だ
り
、
お
目
当
て
の
屋
台
で
品
物
を
買

い
求
め
た
り
し
て
、
屋
台
村
の
雰
囲
気
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
北
秋
田
市
地
域
福
祉
計
画
・
地
域
福
祉

活
動
計
画
策
定
委
員
会
が
、
７
月
26
日
に

市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
で
開
か
れ
、
委
員

20
人
に
委
嘱
状
を
交
付
し
、
今
後
の
事
業

や
計
画
策
定
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど

を
確
認
し
ま
し
た
。

　
地
域
福
祉
計
画
は
高
齢
、介
護
、障
が
い
、

児
童
、
保
健
医
療
と
い
う
個
別
の
計
画
を

包
含
的
に
ま
と
め
て
い
く
も
の
で
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
が
で

き
る
よ
う
に
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
地
域
の

福
祉
活
動
の
支
援
体
制
を
総
合
的
に
整
備

し
、
地
域
に
お
け
る
今
後
の
福
祉
の
方
向

性
を
示
す
計
画
で
す
。

　
ま
た
、
地
域
福
祉
活
動
計
画
は
地
域
福

祉
の
推
進
に
取
り
組
む
た
め
の
実
践
的
な

計
画
で
、
地
域
福
祉
の
推
進
役
で
あ
る
社

会
福
祉
協
議
会
が
関
連
す
る
団
体
と
共
同

で
策
定
す
る
も
の
で
す
。

　
地
域
福
祉
計
画
と
地
域
福
祉
活
動
計
画

は
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
２
つ

の
計
画
の
策
定
に
向
け
、
市
と
社
会
福
祉

協
議
会
が
連
携
し
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
日
の
委
員
会
で
は
、
は
じ
め
に
虻

川
広
見
副
市
長
が
委
員
一
人
一
人
に
委
嘱

状
を
交
付
し
「
本
年
度
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
実
施
や
座
談
会
の
開
催
に
よ
っ
て
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
集
約
し
、
来
年

度
に
計
画
を
取
り
ま
と
め
る
形
を
考
え
て

い
る
。
皆
さ
ん
の
意
見
を
計
画
の
中
に
反

映
さ
せ
て
、
北
秋
田
市
に
と
っ
て
魅
力
あ

る
福
祉
計
画
に
し
て
も
ら
い
た
い
」
な
ど

と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
会
長
に
鈴
木
要
さ
ん
（
介
護
老

人
保
健
施
設
も
り
よ
し
荘
介
護
支
援
専
門

員
）、
副
会
長
に
木
村
久
美
夫
さ
ん
（
障

が
い
児
・
者
総
合
支
援
協
議
会
会
長
）
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め
る
秋

田
看
護
福
祉
大
学
准
教
授
の
吉
田
守
実
さ

ん
に
よ
る
講
話
が
行
わ
れ
、
地
域
福
祉
の

状
況
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

▲計画策定までのスケジュールなどを確
認した計画策定委員会

▲大勢の若者や家族連れでにぎわった鷹
巣駅横屋台まつり

あ
じ
さ
い
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